
ＰｏｐＬＡＴＥＳＴ

ＬａｂｏＴｅｘでｃｕｂｅ，ｂｒａｓｓ，ｃｏｐｐｅｒをＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ１０％でＯＤＦ作成し
｛１１１｝、｛２００｝、｛２２０｝極点図をｅｘｐｏｒｔし
ＭａｋｅＰｏｌｅＦｉｌｅでＴＸＴ２ファイルを作成し、
ＰＦｔｏＯＤＦ２（Ｖｅｒ．Ｎｏ．５．５２０）でｐｏｐＬＡ用ＲＡＷ,ＤＦＢファイルを作成
ＰｏｐＬＡでデータの読み込み
ＥＰＦファイル、ＨＣＦファイル、ＦＵＬファイルを作成した。
Ｈａｒｍｏｎｉｃ Ａｎａｌｙｓｉｓ で動作確認した。
この事で、
極点図の補正をＡｓｃＰｏｌｅＦｉｌｅＣｈａｎｇｅｒで行い
ＰＦｔｏＯＤＦ２ソフトウエアでＲＡＷ，ＤＦＢファイルを作成すれば、
ＰｏｐＬＡの機能が使える事が判明した。

ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ
２００９年１１月０７日
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完全極点図からαＭａｘ90度,75度としてｐｏｐＬＡ用ＲＡＷデータ作成



ＲＡＷファイル、ＤＦＢファイルを Ｃ：￥Ｘにコピーする。
ＤＯＳプロンプトを起動



Popla.batから訳のわからないehcoをコメントにしたnewpoplaを起動





Ｐｏｐｌａ９０．Ｒａｗとｐｏｐｌａ９０．ＤＦＢの表示



ＥＰＦファイルの作成



Ｒｅｔｕｒｎで



Ｐｏｐｌａ９０を入力



Ｐｏｐｌａ９０のＥＰＦファイルが作成された。



ＥＰＦファイルの確認



Ｐａｇｅ１から







ＦＵＬとＨＣＦファイルが作成される。



同様にｐｏｐｌａ７５を調べると







同様にｐｏｐｌａ７５も処理する。



９０と７５のＳＨＤファイル比較 Ｂｕｎｇｅで作成したがｐｈｉ１になっているＲｕｅ？





複数の再極点図が作成される。



逆極点図作成




